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そういった議論のなかで、 2006年 9 月に立命館大学経営学部の田中照純教授が「企業倫理学


















これらにおいて共通しているのは、道徳的主体 (moral agency) としての企業のありょうを明





















































































































この議論の出発点として位置づけられているのが、フレンチ (French， P.) による「企業は
モラルパーソンである j という主張である。彼は、企業を生身の人間と同じように道徳的主体
であると措定した。この主張は、企業が独自の意図を持っているという点を根拠としている。
そして、それは企業が企業内意思決定構造 (CorporateInternal Decision Structure : CID構造)
を有していることによって、企業の意図を証明できるからであるとされている。
かかるフレンチの主張に対しては、肯定・否定の両面からさまざまな議論が提出された。第










































をとらせたことに対して責任をとることが必要になる。著者は、ライザー (Risser， D. T.) に
依拠して、「企業は、モラル・パーソンではなく、道徳的権利を持たない道徳的主体として責任
を問われる存在であり、その構成員である個人も、それぞれの参加の程度と立場上知りうる情
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クホルダーとは誰なのかj という問題から出発している。この問題に対する回答も、時代の移
り変わりのなかで変化しつつあることが明らかにされている。ステイクホルダー概念を広く世
に知らしめたフリーマン (Freeman，R. E.)は近年の「市場の自由化J ["政治制度の自由化J ["環





その際、重要になってくるのは、ステイクホノレダーの属性 (stakeholder attribute) である
と著者は指摘する (57ページ)。というのも、これこそが企業とステイクホルダーとの関係を規
























































の恭離をどのように克服していけばいいのか、それが第 4 章と第 5 章で論じられることになる。
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おいてはブームに終わった1960年代から70年代の社会的責任をめぐる議論の展開(第 1 節)、そ
してCSRをめぐる「株主価値論J r企業の社会的業績論J rステイクホルダー・セオリーJ r企











ている。そのひとつのあらわれとして、 rCorporate Social Responsibility J から rCompany












































































































罪符J のごとくに用いられているというのも事実である。田中照純 [2006J が「陥穿」として
指摘した点も、これと通底している。田中照純 [2001J は、個別資本運動とそれをめぐ、って生






第4 章と第 5 章は、そのための手がかりとして位置づけられる。近年では何ら珍しいコトパ
ではなくなったCSR。そのなかにあるS (と R) 、すなわちsocial (と responsibility) とは何か











宮坂純一著 『道徳的主体としての現代企業』 153 
て捉えていること j、「その社会がステイクホルダー社会(ステイクホルダー資本主義)である、
との認識があること」、そして「現代企業をステイクホルダー企業として位置づけていること」
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